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広島市における Salmonella ParatyphiB および ABPC 耐性
Salmonella Enteritidis の PFGE 解析 

       

 生 物 科 学 部  

 

       は じ め に        

 生物科学部では，広島市内で発生する細菌性下

痢症の疫学的状況を把握するため，当所および医

療機関等で分離された菌株のうち，解析を必要と

する特徴的な菌株については PFGE 解析を行い，そ

の異同について疫学的な検討を行っている。 

今回，薬剤耐性試験および耐性遺伝子の解析か

ら多剤耐性 Salmonella Typhimurium が保有するの

と同様のインテグロンおよび bla 遺伝子を保有す

る Salmonella ParatyphiB1)菌株がみられた。また，

過去数年間において本市で検出頻度が増加した

ABPC 耐性 Salmonella Enteritidis2), 3)について PFGE

解析を行ったので報告する。 

       方 法        

1  材料 

 本市において，1990 年から 2004 年の間に分離 

された Salmonella ParatyphiB 27 株，および 2001

年から 2004 年の間に分離された ABPC 耐性

Salmonella Enteritidis の代表株 5 株を供試菌株と

した。 

2 PFGE 解析 

前報 2)に従い PFGE を実施した。 

 

結 果        

 

1 PFGE 解析結果 
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 1                      16                    30 

 

レーン菌株Ｎｏレーン 菌株Ｎｏレーン 菌株Ｎｏ
1 Marker 11 94001 21 95281
2 90067 12 94002 22 97038
3 90452 13 94003 23 97193
4 90455 14 94005 24 00054
5 91185 15 94044 25 01105
6 91189 16 Marker 26 02033
7 92049 17 94180 27 02077
8 92074 18 95011 28 04100
9 93137 19 95019 29 04104

10 93170 20 95071 30 Marker  

 

＊ 

      *: SM/ABPC/TC/CP耐性株 
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図 2   S.ParatyphiB の PFGE デンドログラム 

 

 
*：SM/ABPC/TC/CP耐性株 

図 1  S. ParatyphiBの PFGE 泳動像(XbaI) 
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 1990 年から 2004 年までに本市で分離された S. 

ParatyphiB 27 株の XbaI による PFGE 泳動像を図 1

に示した。PFGE バンドが共通に得られなかった

1995 年から 1997 年分離の 5 株(レーン 18～22)を

除く 22株は互いに異なる PFGE泳動パターンを示

した。その PFGE 泳動像を画像解析ソフトで解析

したデンドログラムでは，図 2 に示すとおり，分

離年が離れた菌株でも類似度の高い菌株もみられ

たが，基本的に分離年の近い菌株は互いに類似度

の高い位置に布置された。特に最近分離された

2002年の多剤耐性株 (*印)以降の 4株は一つのクラ

スターを形成し，近縁性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，2002 年より本市で分離が急増した ABPC 

耐性 S.Enteritidisの代表株 5 株の PFGE 解析結果 

は，XbaI および BlnI 切断とも互いに同一の PFGE

像を示した（図 3）。これらの株は、国立感染症研

究所の解析から，ファージ型 5c4)の同一タイプで 

あることが確認されており，本市での ABPC 耐性

菌の流行は，単一な菌が数年にわたり流行したこ

とが示唆された。この流行形態は 1999 年～2002

年にかけて本市で同様に流行した SM/ABPC 耐性

S.Enteritidisの PFGE 像が変動したこと 3)とは様相

を異にした。 
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    レーン1～5 : Xba I 消化 

     レーン6～10: BlnＩ消化 

     M： S. Braenderup H9812 

      1,6: 01130; 2,7: 02197; 3,8: 03035;  

4,9: 03060; 5,10: 04056 

 

図 3   ABPC 耐性 S.Enteritidis の PFGE泳動像 
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